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梨
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四

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
一
号

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
山

梨
県
知
事
印
を
当
該
各
号
の
と
お
り
作
成
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
そ
の
使
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
観
光
部
専
用
（
十
）
の
山
梨
県
知
事
印
（
一
般
文
書
用
）

印
影

二
　
観
光
部
専
用
（
十
）
の
山
梨
県
知
事
印
（
一
般
文
書
用
（
小
型
帳
票
用
））

印
影

訓
　
　
　
令

山
梨
県
訓
令
甲
第
一
号

本

庁

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部
規
程
（
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
中
「
政
務
理
事
　
出
納
長
」
を
「
出
納
長
　
政
策
秘
書
室
長
」
に
、「
森
林
環
境
部
長
　
福

祉
保
健
部
長
　
商
工
労
働
観
光
部
長
」
を
「
福
祉
保
健
部
長
　
森
林
環
境
部
長
　
商
工
労
働
部
長
　
観

光
部
長
」
に
、「
土
木
部
長
　
総
合
政
策
室
長
」
を
「
土
木
部
長
」
に
改
め
る
。

別
表
二
中
「
企
画
課
長
」
を
「
企
画
課
長
　
県
民
生
活
課
長
」
に
、「
青
少
年
課
長
　
交
通
政
策
課

長
」
を
「
青
少
年
課
長
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
二
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
六
年

三
月
三
十
一
日

号
外
第
十
八
号

水　曜　日



る
。

「

総
合
政
策
室
長
　
　
　
　
総
合
政
策
室
に
所
属

「

す
る
そ
の
他
の
職
員
　
　
　
　
　
県
民
室
長

第
二
条
第
一
項
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

県
民
室
長
　
　
　
　
　
　
県
民
室
に
配
置
さ
れ

た
次
長
又
は
主
幹

」

県
民
室
に
配
置
さ
れ

に
改
め
、
「
リ
ニ
ア
推
進
長
、」
を
削
り
、
「
女
性
セ
ン
タ

た
次
長
又
は
主
幹

」

ー
館
長
」
を
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
館
長
」
に
、「
女
性
セ
ン
タ
ー
の
副
館
長
」
を
「
男
女

「

秘
書
課
に
所
属
す
る
そ

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
副
館
長
」
に
、

秘
書
課
長

の
他
の
職
員

「

政
策
秘
書
室
　
秘
書
課
長
　
　
　
　
　
　
秘
書
課
に
所
属
す
る

長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の
職
員

政
策
秘
書
室
に
配
置
さ

を

れ
た
次
長
、
政
策
参
事

に
改
め
る
。

」

、
政
策
主
幹
、
政
策
補

佐
、
副
主
幹
、
主
査
又

は
副
主
査

」

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
環
境
科
学
研
究
所
に
勤
務
す
る
職
員
、
畜
産
課
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
職
員
の
駐
在
に

関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号
。
以
下
「
職
員
駐
在
規
程
」
と
い
う
。）

に
基
づ
き
北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大
平
に
駐
在
す
る
職
員
並
び
に
」
を
「
環
境
科
学
研
究
所
、」
に
改
め

、「
、
畜
産
課
長
」
を
削
り
、「
総
合
女
性
セ
ン
タ
ー
、
峡
南
女
性
セ
ン
タ
ー
及
び
富
士
女
性
セ
ン
タ

ー
」
を
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
、「
、
所
長
及
び
館
長
」
を
「
、
館
長
」
に
、「
並
び

「

」

東
京
事
務
所
に
勤
務
　
　
四
週
間
に
つ
い
て
百

す
る
職
員
の
う
ち
職
員
　
六
十
時
間
。
た
だ
し
、

駐
在
規
程
に
基
づ
き
東
　
休
憩
時
間
を
除
く
。

京
都
大
田
区
東
海
三
丁

目
に
駐
在
す
る
職
員

に
所
長
及
び
館
長
」
を
「
及
び
館
長
」
に
、

「

日
曜
日
及
び
所
　
　
　
　
　
　
果
樹
食
品
流
通
課
に
　
　
四
週
間
に
つ
い
て
百

勤
務
時
間
の

長
が
四
週
間
ご
と
　
　
　
　
　
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
　
六
十
時
間
。
た
だ
し
、

割
振
り
は
、
課

の
期
間
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
　
休
憩
時
間
を
除
く
。

長
が
定
め
る
。

定
め
る
二
の
土
曜
　
　
　
　
　
規
程
（
昭
和
四
十
三
年

日
並
び
に
こ
れ
ら
　
　
　
　
　
山
梨
県
訓
令
甲
第
二
十

を

の
日
以
外
の
日

二
号
。
以
下
「
職
員
駐

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

二

本

庁

出

先

機

関



に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
四
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
報
発
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
公
報
発
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
公
報
発
行
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
中
「
受
け
た
と
き
は
、」
の
下
に
「
当
該
決
裁
を
受
け
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類
に
」
を
、「
写
し
を
」
の
下
に
「
二
部
」
を
加
え
、「
当
該
決
裁
済
文
書
を
」
を
削
る
。

第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
五
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
部
長
（
」
の
下
に
「
政
策
秘
書
室
長
及
び
」
を
加
え
、「
総
合
政
策
室
長
、」

を
削
り
、「
再
資
源
化
シ
ス
テ
ム
推
進
室
長
」
を
「
廃
棄
物
不
法
投
棄
対
策
室
長
」
に
、「
及
び
技
術

管
理
室
長
」
を
「
、
技
術
管
理
室
長
及
び
道
路
企
画
室
長
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
号
中
「
秘
書
課
専
用
」
を
「
政
策
秘
書
室
専
用
」
に
改
め
、「
知
事
印
」
の
下
に
「
及

び
政
策
秘
書
室
長
印
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
商
工
労
働
観
光
部
専
用
」
を
「
商
工
労
働
部
専
用
」

に
、「
商
工
労
働
観
光
部
長
印
」
を
「
商
工
労
働
部
長
印
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
七
号
を
同
条
第
二

十
八
号
と
し
、
同
条
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
七
号
中

「
総
合
女
性
セ
ン
タ
ー
及
び
富
士
女
性
セ
ン
タ
ー
」
を
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
七
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
六

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
観
光
部
専
用
の
知
事
印
及
び
観
光
部
長
印
　
観
光
企
画
課
長

第
十
条
第
一
項
中
「
総
合
政
策
室
、」
を
削
り
、「
再
資
源
化
シ
ス
テ
ム
推
進
室
」
を
「
廃
棄
物
不

法
投
棄
対
策
室
」
に
、「
及
び
技
術
管
理
室
」
を
「
、
技
術
管
理
室
及
び
道
路
企
画
室
」
に
改
め
る
。

別
表
知
事
印
の
項
中
「
秘
書
課
用
」
を
「
政
策
秘
書
室
用
」
に
、「
商
工
労
働
観
光
部
用
」
を
「
商

「
九
　
出
納
局
用

工
労
働
部
用
」
に
、「
九
　
出
納
局
用
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
部
長
又
は
出
納
局
長

十
　
観
光
部
用
」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

三

�



の
印
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
四
ミ

県
部
印

リ
メ
ー
ト

梨
○
　
　
　
第
一
　
　
　
　
　
　

一
般
文
書
用

ル
平
方

山
○
長

部
長
、
政

策
秘
書
室

長
又
は
出
　
　
県
策
印

二
十
四
ミ

納
局
長
の
　
　
　
　
長

リ
メ
ー
ト

印
　
　
　
　
　
梨
　
室
　
　
第
二
　
　
　
　
　
　

一
般
文
書
用

ル
平
方

書

山
政
秘

二
十
四
ミ

県
局
印

リ
メ
ー
ト

梨
納
　
　
　
第
三
　
　
　
　
　
　
　
一
般
文
書
用

ル
平
方

山
出
長

「

二

県
課
印

リ

梨
書
　
　
　
第
一

ル

山
秘
長

別
表
本
庁
に
お
け
る
課
長
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
の
印
の
項
中

画
策
印
　
　
　
　
　
　

二

企
政
　
　
　
　
　
　
　

リ

県
合
長
　
　
第
二
　
　

ル

梨
総

山
部
室

十
一
ミ

メ
ー
ト

一
般
文
書
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

平
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
書
印
　
　
　
　
　
　

政
秘
　
　
　
　
　
　
　
二
十
一
　

リ
メ
ー

を
　
　
　
県
室
長
　
　
第
一
　
　

ル
平
方

梨
書
　
　
　
　
　
　
　

山
秘
課

」

一
般
文
書
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、「
第
三
」
を
「
第
二
」
に
、「
第
四
」
を

」

「
第
三
」
に
、「
第
五
」
を
「
第
四
」
に
改
め
、
同
表
出
納
員
印
の
項
中
「
県
立
総
合
女
性
セ
ン
タ
ー
、

県
立
富
士
女
性
セ
ン
タ
ー
」
を
「
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
六
号

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

四

十
四
ミ

メ
ー
ト
　
一
般
文
書
用

平
方

ミト



本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

出
　
　
先
　
　
機
　
　
関

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
出
先
機
関
の
長
（
」
の
下
に
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
て
は
副

館
長
、」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
中
第
三
号
を
第
七
号
と
し
、
第
二
号
を
第
六
号

と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

二
　
電
子
文
書
　
行
政
文
書
の
う
ち
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚

に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
あ

っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

三
　
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
　
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
行
政
文
書
の
収
受
、
起
案
、
決

裁
、
保
存
、
廃
棄
そ
の
他
行
政
文
書
に
関
す
る
一
連
の
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

四
　
電
子
決
裁
　
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
利
用
し
て
電
子
的
方
法
に
よ
り
電
子

文
書
の
決
裁
を
行
う
方
法
を
い
う
。

五
　
電
子
署
名
　
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
。

第
三
条
中
「（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。）」
を
削
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
総
合
政
策
室
」
を
「
政
策
秘
書
室
（
秘
書
課
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
総
合
政
策
室
長
」
を
「
政
策
秘
書
室
長
（
秘
書
課
を
除
く
。）
に
あ
っ
て
は
政

策
秘
書
室
長
の
指
定
す
る
職
員
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
号
中
「
及
び
行
政
文
書
収
発
簿
（
第
二
号
様
式
）」
を
削
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
削
り
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条

第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
グ
ル
ー
プ
が
複
数
置
か
れ
て
い
る
課
及
び
出
先
機
関

に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
課
名
、
地
域
振
興
局
の
部
名
等
又
は
出
先
機
関
名
の
略
字
に
、
当

該
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
建
制
順
に
従
い
一
連
番
号
を
付
け
た
も
の
。」
を
削
り
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
一
連
番
号
と
し
、
訓
令
（
乙
）、
達
、
指
令
及
び
往
復
文
書
の
番
号

は
そ
の
月
ご
と
の
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５
　
訓
令
（
乙
）、
達
、
指
令
及
び
往
復
文
書
の
番
号
は
毎
年
四
月
一
日
を
起
番
と
し
、
年
度
ご
と
の

一
連
番
号
と
す
る
。

第
十
一
条
第
六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
削
る
。

第
十
二
条
第
七
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
、
継
続
文
書
一
覧
表

（
第
三
号
様
式
）
を
私
学
文
書
課
長
に
提
出
し
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

五
号
様
式
」
を
「
第
三
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
号
様
式
」
を
「
第
四
号
様
式
」
に

改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
号
様
式
」
を
「
第
五
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
八
号
様

式
」
を
「
第
六
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
十
五
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
、
行
政
文
書
収
発
簿
付
票
（
第
九
号
様

式
）
に
件
名
、
受
信
者
名
等
を
記
入
し
て
共
通
の
番
号
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
行
政
文
書
に

つ
い
て
の
行
政
文
書
収
発
簿
へ
の
記
入
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
任
者

は
」
を
削
り
、「
も
の
と
す
る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条

第
四
項
中
「
に
つ
い
て
行
政
文
書
収
発
簿
に
必
要
事
項
を
記
入
し
」
を
「
を
収
受
す
る
と
き
は
、
総
合

的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
登
録
し
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第

三
項
中
「
行
政
文
書
」
の
下
に
「
及
び
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
到
達
し
た
電
子
文
書
」
を

加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項

と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

主
務
課
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
を
受
け
た
文
書
の
う
ち
課
の
所
掌
に
属
し
な
い

も
の
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
私
学
文
書
課
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「（
口
頭
で
受
理
し
た
事
案
の
処
理
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
口
頭
受
理
用

紙
（
第
十
号
様
式
）
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
口
頭
受
理
用
紙
を
」

を
「
ま
と
め
た
も
の
を
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条

削
除

第
十
八
条
の
見
出
し
を
「（
起
案
等
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
文
書
の
起
案
は
」
を
「
前
項
た

だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
文
書
の
起
案
は
」
に
、「（
第
十
一
号
様
式
）、
継
続
用
紙
（
第
十
二

号
様
式
）」
を
「（
第
七
号
様
式
）」
に
、「
第
十
三
号
様
式
」
を
「
第
八
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第

一
号
中
「
第
十
四
号
様
式
」
を
「
第
九
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二

号
と
し
、
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

主
任
者
は
、
行
政
文
書
の
起
案
を
、
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
　

ら
な
い
。
た
だ
し
、
私
学
文
書
課
長
が
こ
れ
に
よ
り
難
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
主
任
者
は
、
行
政
文
書
に
つ
い
て
件
名
そ
の
他
必
要
事

項
を
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

五



第
十
九
条
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五
号
を
削
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
当
該
例
文
を
印
刷
し
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
印
刷
す
る
」

を
「
使
用
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
起
案
文
書
の
修
正
等
）

第
二
十
五
条

起
案
文
書
の
内
容
を
修
正
し
た
者
は
、当
該
修
正
部
分
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
正
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
電
子
決
裁
に
よ
ら
な
い
と
き
は
、
当
該
修
正

を
行
っ
た
者
が
当
該
修
正
部
分
に
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
修
正
が
用
字
、
用

語
、
文
体
等
の
形
式
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
電
子
決
裁
に
よ
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
起
案
文
書
が
重
大
な
修
正
を
受
け
て
決
裁
さ
れ
た
と
き

は
、
起
案
者
に
お
い
て
、
修
正
前
に
回
議
又
は
合
議
し
た
関
係
者
に
回
覧
し
、
又
は
そ
の
旨
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
起
案
が
廃
案
に
な
っ
た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
事
案
」
を
「
電
子
決
裁
に
よ
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
事
案
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
起
案
文
書
」
を
「
前
項
の
場
合
を
除
き
、
起
案
文
書
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第

二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

電
子
決
裁
に
よ
り
処
理
す
る
起
案
文
書
の
う
ち
、
事
案
が
重
要
な
も
の
、
秘
密
を
要
す
る
も
の
又

は
急
施
を
要
す
る
も
の
は
、
そ
の
旨
を
明
示
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
中
「
知
事
」
を
「
電
子
決
裁
に
よ
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
知
事
」
に
、「
第
十
七
号
様

式
」
を
「
第
十
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
中
「
起
案
文
書
と
と
も
に
文
書
管
理
担
当
者
に
提
出
し
」
を
「
決
裁
日
そ
の
他
所
要
の

事
項
を
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

一
　
速
や
か
に
浄
書
し
、
及
び
校
合
す
る
こ
と
。

二
　
電
子
文
書
を
除
く
行
政
文
書
の
う
ち
、
料
金
後
納
の
方
法
に
よ
る
発
送
文
書
に
つ
い
て
は
、
文

書
管
理
担
当
者
に
提
出
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
号
中
「
経
由
文
書
」
の
下
に
「（
電
子
文
書
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
第
十
九
号

様
式
」
を
「
第
十
一
号
様
式
」
に
、「
第
二
十
号
様
式
」
を
「
第
十
二
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
公
印
の
押
印
等
）

第
三
十
二
条

電
子
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
電
子
署
名
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
公
印
を
押
印
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
電
子
署
名

又
は
公
印
の
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
照
会
、
回
答
、
通
知
、
依
頼
、
報
告
等
（
課
及
び
出
先
機
関
以
外
の
も
の
に
対
し
て
発
す
る
行

政
文
書
に
あ
っ
て
は
、
軽
易
な
も
の
に
限
る
。）

二
　
本
、
雑
誌
、
事
務
処
理
手
引
、
資
料
、
用
紙
等
の
送
付
書

三
　
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
軽
易
な
文
書

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
を
省
略
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
が
課
及
び
出
先
機
関

以
外
の
も
の
に
対
し
て
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
発
信
者
名
の
下
に
「（
公
印
省
略
）」
の
表

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
よ
ら
な
い
も
の
」
の
下
に
「
及
び
電
子
文
書
」
を
加
え
、「
、
起
案
文
書

と
と
も
に
」
を
削
る
。

第
三
十
四
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
、「
主
務
課
長
は
、」
の
下
に
「
電
子
文
書
を
除
く
」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
料
金
後
納
」
を
「
電
子
文
書
を
除
く
行
政
文

書
の
う
ち
、
料
金
後
納
」
に
、「
第
二
十
一
号
様
式
」
を
「
第
十
三
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
料
金
後
納
」
を
「
電
子
文
書
を
除
く
行
政
文
書
の
う
ち
、
料
金
後
納
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

主
務
課
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に

よ
り
電
子
文
書
を
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
庁
内
の
所
属
へ
施
行
す
る
場
合
　
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
る
送
信

二
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
へ
施
行
す
る
場
合
　
電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
る
送
信

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
及
び

電
子
署
名
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
　
企
画
部
情
報
政
策
課
長
が
運
用
す
る
電
子
メ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
る
送
信

第
三
十
四
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５
　
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
を
省
略
し
た
文
書
（
電
子
文
書
を
除
く
。）
に

つ
い
て
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
利
用
に
よ
る
送
信
の
方
法
に
よ
り
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
第
六
項
中
「
私
学
文
書
課
長
は
」
の
下
に
「
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
を
受

け
た
文
書
の
」
を
加
え
、「
第
二
十
二
号
様
式
」
を
「
第
十
四
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条

削
除

第
三
十
七
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
文
書
」
の
下
に
「（
電
子
文
書
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同

条
第
一
号
中
「
第
二
十
三
号
様
式
」
を
「
第
十
五
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
私
学
文
書
課
長
に
」
の
下
に
「
前
条
の
規
定
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
行
政
文
書
は
」
を
「
行
政
文
書
（
電

子
文
書
を
除
く
。）
は
」
に
、「
第
二
十
四
号
様
式
」
を
「
第
十
六
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
第
二
十
五
号
様
式
」
を
「
第
十
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
六
号
様
式
」
を
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「
第
十
八
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

電
子
文
書
は
、
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
内
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
号
様
式
」
を
「
第
十
九
号
様
式
」
に
、「
第
二
十
八
号
様
式
」
を

「
第
二
十
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
文
書
管
理
主
任
は
」
の
下
に
「
、
電
子
文
書
の
場
合

を
除
き
」
を
、「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
私
学
文
書
課
長
の
引
継
ぎ
の
承
認
を
得
た
行
政
文
書
に
つ
い

て
、」
を
加
え
、「
そ
の
行
政
文
書
」
を
「
当
該
行
政
文
書
」
に
、「
第
二
十
九
号
様
式
」
を
「
二
十
一

号
様
式
」
に
、「
第
三
十
号
様
式
」
を
「
第
二
十
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

二
　
主
務
課
長
が
課
内
に
お
い
て
保
存
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
行
政
文
書

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
保
存
文
書
閲
覧
（
貸
出
）
票
（
第
三
十
二
号
様
式
）
に
よ
り
」
を
削
り
、

同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
四
号
様
式
」
を
「
第
二
十
三
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条

第
八
項
を
削
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
に
合
議
の
上
総
務
部
長
の
決
裁
を
受
け
て
」
を
「
の
申
請
に
基
づ
き
承
認

し
た
も
の
に
つ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
総
務
部
長
の
決
裁
」
を
「
私
学
文
書
課
長
の
承
認
」

に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
主
務
課
長
」
を
「
私
学
文
書
課
長
」
に
、「
と
き
は
、

私
学
文
書
課
長
に
申
請
す
る
も
の
と
し
、
申
請
を
受
け
た
私
学
文
書
課
長
は
、
総
務
部
長
の
決
裁
を
受

け
て
」
を
「
と
し
て
主
務
課
長
が
申
請
し
た
保
存
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
申
請
を
承
認
し
た
も
の
を
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
に
協
議
の
上
総
務
部
長
の
決
裁
を
受
け
て
」
を
「
の
承
認
を
受
け
て
」
に

改
め
る
。

第
四
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条

削
除

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
当
該
例
文
を
印
刷
し
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
印
刷
す

る
」
を
「
使
用
す
る
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
、「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」

に
、「
同
条
第
三
項
及
び
第
六
項
」
を
「
同
条
第
四
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
、「
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
」

を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
、「
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
」
を
「
同
条
第
一
項
、
第

三
項
及
び
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
及
び
第
五
十
九
条
中
「
総
務
部
長
」
を
「
私
学
文
書
課
長
」
に
改
め
る
。

「
秘
　
　
　
　
書
　
　
　
　
課
　
　
秘
　
　
　
「
政

策

秘

書

別
表
第
一
第
一
号
の
表
中
　
総
合
政
策
室
　
　
　
　
　
　
総
　
政
　
を
　
秘
　
　
　
　
書

企
　
　
　
　
画

企
　
　
　
　
画
　
　
　
　
課
　
企
　
画
」

新
行
政
シ
ス
テ

室
　
　
政

課
　
　
秘

に
、「
リ
　
ニ
　
ア
　
推
　
進
　
課
　
リ
　
推
」
を
「
リ
　
ニ
　
ア
　
交
　
通
　
課

課
　
企
　
画

ム
課
　
行
　
シ
」

「
国
　
　
　
　
際
　
　
　
　
課
　
国
　
際

リ
　
交
」
に
、

を
「
国
　
　
　
　
際
　
　
　
　
課
　
国

交
通
政
策
課
　
　
　
　
　
　
　
交
　
政
」

「
商
工
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
商
　
総

際
」
に
、

を
「
商
　
工
　
総
　
務
　
課
　
課
　
商
　
総

産
業
交
流
課
　
　
　
　
　
　
　
産
　
交
」

「
工
業
振
興
課
　
　
　
　
　
　
　
工
　
振

」
に
、

を
「
工
業
振
興
課
　
　
　
　
　
　
　
工
　
振
」
に

観
　
　
　
　
光
　
　
　
　
課
　
　
観
　
」「

職
業
能
力
開
発
課
　
　
　
　
　
職
　
能
　
　
　
　「

観
光
企
画
課
　
　
　
　
　
　
　
観
　
企

、「
職
業
能
力
開
発
課
　
　
　
　
　
職
　
能
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

観
光
振
興
課
　
　
　
　
　
　
　
観
　
振

観
光
資
源
課
　
　
　
　
　
　
　
観
　
資
」

道
路
建
設
課
　
　
　
　
　
　
　
道
　
建

「
道
路
整
備
課
　
　
　
　
　
　
　
道
　
整

高
速
道
路
推
進
課
　
　
　
　
　
高
　
道
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、「
再
資

道
路
管
理
課
　
　
　
　
　
　
　
道
　
管
」

道
路
維
持
課
　
　
　
　
　
　
　
道
　
維
」

源
化
シ
ス
テ
ム
推
進
室
　
再
シ
推
」
を
「
廃
棄
物
不
法
投
棄
対
策
室
　
　
廃
　
対
」
に
、「
技
術

「
技
術
管
理
室
　
　
　
　
　
　
　
技
　
管

管
理
室
　
　
　
　
技
　
管
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

道
路
企
画
室
　
　
　
　
　
　
　
道
　
企
」

「
総
合
女
性
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
総
　
　
女

別
表
第
一
第
三
号
の
表
中
　
峡
南
女
性
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
峡
南
女
　
　
を
「
男
女
共
同
参

富
士
女
性
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
富
　
　
女
」

図
推
進
セ
ン
タ
ー
　
男
女
推
セ
」
に
、「
桂
川
流
域
下
水
道
建
設
事
務
所
　
　
　
　
」
を
「
桂
川
流

域
下
水
道
事
務
所
　
　
　
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
を
削
り
、
第
四
号
様
式
を
第
二
号
様
式
と
し
、
第
五
号
様
式
か
ら
第
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梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
八
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

八

第７号様式（第１８条関係）



第
九
号
様
式
か
ら
第
十
二
号
様
式
ま
で
を
削
り
、
第
十
三
号
様
式
を
第
八
号
様
式
と
し
、
第
十
四
号

様
式
を
第
九
号
様
式
と
し
、
第
十
五
号
様
式
及
び
第
十
六
号
様
式
を
削
り
、
第
十
七
号
様
式
を
第
十
号

様
式
と
し
、
第
十
八
号
様
式
を
削
り
、
第
十
九
号
様
式
を
第
十
一
号
様
式
と
し
、
第
二
十
号
様
式
か
ら

第
三
十
号
様
式
ま
で
を
第
十
二
号
様
式
か
ら
第
二
十
二
号
様
式
と
し
、
第
三
十
一
号
様
式
か
ら
第
三
十

三
号
様
式
ま
で
を
削
り
、
第
三
十
四
号
様
式
を
第
二
十
三
号
様
式
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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梨
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八
号
様
式
ま
で
を
第
三
号
様
式
か
ら
第
五
号
様
式
と
し
、第
六
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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